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◆
身
旺
・
身
弱
の
計
算

　

蔵
干
は
「
余
気
・
中
気
・
正
気
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
推
命
し
て
い
く
と
き
に
、
ど
の
蔵

干
を
優
先
的
に
見
た
ら
い
い
の
か
？
は
手
法
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
ど
の
流
派
も
、
月
支
は
、
節
入
り
か
ら
何
日
目
に
生
ま
れ
て
い
る
か
で
、
ど
の
蔵
干
を
採
用
す
る
か
は

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
月
支
以
外
の
、
年
支
、
日
支
、
時
支
に
お
い
て
は
、
ど
の
蔵
干
を
採
用
す
る

の
か
と
い
っ
た
と
き
に
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

①
あ
る
流
派
は
、
す
べ
て
正
気
を
採
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

②
あ
る
流
派
は
、
月
支
に
合
わ
せ
ま
す
。
つ
ま
り
、
月
支
が
余
気
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
柱
も
余
気
を
採
用
す
る
、

月
支
が
中
気
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
柱
も
中
気
を
採
用
す
る
、
年
支
も
同
じ
で
す
。

③
あ
る
流
派
は
、
按
分
計
算
を
使
い
ま
す
。　
（
こ
の
按
分
計
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。）

④
あ
る
流
派
は
、
決
め
ず
に
全
て
見
よ
う
と
し
ま
す
。
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※月支はすべて節入りから数える

時 日 月 年

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

①正気を採用

②月支に合わせる

③按分計算

④すべてみる

時 日 月 年

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

● ● ●

時 日 月 年

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

余
気
中
気
正
気

● ●● ●▲ ▲▲▲□ □□□

細かく計算する

◇
い
ろ
い
ろ
な
原
書
の

　
　
　
　
月
律
分
野
蔵
干
表

　

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ソ
フ
ト
の
四
柱
推
命
プ
ロ
版

か
ら
、
六
種
類
の
蔵
干
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
『
三
命
通
会
式
』

　
『
淵
海
子
平
式
』

　
『
命
理
約
言
式
』

　
『
日
本
教
科
書
式
』

　
『
算
命
学
式
』

　
『
明
朝
透
派
式
』
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三命通会式

　　

淵海子平式
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命理約言式

日本教科書式
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算命学式

明朝透派式
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◆
按
分
計
算

　

一
刻
は
２
時
間
で
す
の
で
、
１
２
０
分
で
す
。

　

子
の
刻
は
、
２
３
時
～
１
時　
　
　
　

丑
の
刻
は
、
１
時
～
３
時

　

寅
の
刻
は
、
３
時
～
５
時　
　
　
　
　

卯
の
刻
は
、
５
時
～
７
時

　

辰
の
刻
は
、
７
時
～
９
時　
　
　
　
　

巳
の
刻
は
、
９
時
～
１
１
時

　

午
の
刻
は
、
１
１
時
～
１
３
時　
　
　

未
の
刻
は
、
１
３
時
～
１
５
時

　

申
の
刻
は
、
１
５
時
～
１
７
時　
　
　

酉
の
刻
は
、
１
７
時
～
１
９
時

　

戌
の
刻
は
、
１
９
時
～
２
１
時　
　
　

亥
の
刻
は
、
２
１
時
～
２
３
時
と
な
り
ま
す
。
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◇
刻
の
按
分
計
算
法

　

刻
の
蔵
干
の
計
算
方
法
は
、
上
図
の
よ
う
に
、
２
３

時
か
ら
２
３
時
４
０
分
の
間
に
生
ま
れ
た
人
は
『
壬
』

の
蔵
干
を
採
用
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
子
の
刻
に
生
ま

れ
た
人
は
、『
癸
』
の
蔵
干
を
採
用
し
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
丑
の
刻
で
は
、
１
時
か
ら
１
時
３
６

分
ま
で
は
『
癸
』、
１
時
３
６
分
以
降
、
１
時
４
８
分

ま
で
は
『
辛
』、
そ
れ
以
降
の
丑
の
刻
に
生
ま
れ
た
人

は
『
己
』
を
採
用
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
時
刻
に
寄
っ
て
、
ど
の
蔵

干
を
採
用
す
る
の
か
を
計
算
し
て
い
き
ま
す
。

按分計算・刻（120 分）
子 丑 寅23 時 1時 3時 5時

壬　 己　癸　 戊　癸　 辛　 甲　丙　
10 21 9 3 19 7 7 17

120 分 120 分120 分

120 分×10/31＝40 分

▲

23 時から 40 分の間に

生まれた人は壬の蔵干を採用する

↓

それ以降は癸。

120 分×12/31＝48 分

▲

↓
1 時 36 分から 48 分

の間に生まれた人は

辛を採用

120 分×9/31＝36 分
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◇
日
の
按
分
計
算
法

　

日
の
蔵
干
で
は
、
子
の
日
の
２
３
時
か
ら
８
時
間
の

間
に
生
ま
れ
た
人
は
『
壬
』
の
蔵
干
。
そ
れ
以
降
に
生

ま
れ
た
人
は
『
癸
』
の
蔵
干
を
採
用
し
ま
す
。

　

丑
の
日
の
２
３
時
か
ら
７
時
間
１
２
分
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
『
癸
』
の
蔵
干
を
採
用
し
、
７
時
１
２
分
以

降
か
ら
９
時
３
６
分
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
『
辛
』
を

採
用
し
、
そ
れ
以
降
は
『
己
』
の
蔵
干
を
採
用
し
ま
す
。

　　　

それ以降は癸。

按分計算・日　（24時間）
子 丑 寅日 日 日 日

壬　 己　癸　 戊　癸　 辛　 甲　丙　
10 21 9 3 19 7 7 17

24 時間 24 時間24 時間

24 時間×10/31＝8 時間

▲

子の日の 23 時から 8時間の間に

生まれた人は壬の蔵干を採用する

↓
24 時間×12/31＝9 時間 36 分

▲

↓
丑の日の 23 時から

7時間 12 分までに生まれた人は癸、

7時間 12 分以降から 9時間 36 分までに

生まれた人は辛を採用

24 時間×9/31＝7 時間 12 分
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◇
年
の
按
分
計
算
法

　

年
の
蔵
干
は
、
立
春
か
ら
一
年
後
の
立
春
ま
で
の

３
６
５
日
で
計
算
し
ま
す
。

　

子
の
年
の
立
春
か
ら
１
２
１
．
６
日
、
つ
ま
り
、

１
２
１
日
と
１
４
時
間
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は
、『
壬
』

を
採
用
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、『
癸
』
の
蔵
干
で
す
。

　

丑
の
年
の
、
立
春
か
ら
１
０
９
．
５
日
、
つ
ま
り

１
０
９
日
と
１
２
時
間
の
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、『
癸
』、

１
０
９
日
と
１
２
時
間
か
ら
１
４
６
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
は
『
辛
』、
そ
れ
以
降
は
『
己
』
を
採
用
し
ま
す
。

それ以降は癸。

按分計算・年（365 日）
子 丑 寅立春 立春 立春 立春

壬　 己　癸　 戊　癸　 辛　 甲　丙　
10 21 9 3 19 7 7 17

365 日 365 日365 日

365 日×10/31＝121.6 日

▲

子の年の立春から 121 日と 14 時間の間に

生まれた人は壬の蔵干を採用する

↓
365 日×12/31＝146 日

▲

↓
丑年の立春から 109 日と 12 時間

の間に生まれた人は癸を採用。

109 日と 12 時間以降から 146 日

の間に生まれた人は辛を採用

365 日×9/31＝109.5 日
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按
分
計
算
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
で
す
。
蔵
干
は
、
月
律
分
野
と
い
う
、
月
の
蔵
干
の
配
置
に
習
っ

て
い
ま
す
。
月
の
場
合
は
、
約
３
０
日
を
基
準
に
し
ま
す
が
、
時
間
の
場
合
は
、
１
２
０
分
、
日
の
場
合
は

２
４
時
間
、
年
の
場
合
は
３
６
５
日
を
基
準
に
し
て
按
分
計
算
を
し
直
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
干

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
面
倒
な
按
分
計
算
は
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ソ
フ
ト
の
新
四
柱
推
命
プ
ロ
版
で
、
簡
単
に
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。


